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縄文時代の小国町 

渋谷孝雄 

はじめに 

縄文時代の発掘調査は1970年に小国町教育委員会が建設省からの委託で実施した朝篠遺跡に始まる。

朝篠遺跡からは後・晩期の遺構と中期から晩期の遺物が出土した。 

1979 年から県営ほ場整備事業が始まり 1981 年まで谷地遺跡、下野遺跡、墓窪遺跡の調査が県教委に

よって、団子山遺跡、蟹沢遺跡が町教委によって行われた。谷地遺跡からは縄文時代中期中葉の、下野

遺跡からは中期後葉の、墓窪遺跡からは前期前葉、中期前半、中期末葉の、団子山・蟹沢遺跡からは中

期末葉の住居跡や土器・石器が出土した。 

1993 年からは横川ダム建設に伴う(財)山形県埋蔵文化財センターによる発掘調査が始まり、1993 年

には古屋敷遺跡が、1995年には野向遺跡、市野々向原遺跡の1次調査が、1997年には両遺跡の2次調査

と千野遺跡が、2006年には下叶水遺跡の調査が行われた。古屋敷遺跡からは早期中葉、末葉、前期前葉

の、野向遺跡からは前期・中期の市野々向原遺跡からは早期～晩期の、千野遺跡からは中期と後期の、

下叶水遺跡からは後期から晩期の遺構が検出され、土器や石器が出土した。 

他に、いずれも県教委と町教委により小規模な調査だが1990年に入道畑遺跡で後期の土器や石器が、

1992年には龍ヶ嶽遺跡で中期前半、末葉の土器や石器が、2000年には赤淵平遺跡で時期不明の土器や石

器が2003年には胡桃平Ⅱ遺跡で前期の土器と石器が出土している。 

 

１ 縄文時代の小国 

 縄文時代は草創期、早期、前期、中期、後期、晩期の６期に分けられる。現在まで発掘調査が行われ

た遺跡にはつぎに示す遺跡がある。 

草創期の遺跡は前述しました東山紺野遺跡が旧石器時代末にはいるのか、縄文時代草創期に入るのか

が議論となりますが、表採資料の鳥谷沢遺跡の有舌尖頭器と掻器は草創期の所産と考えていいと思われ

る。 

早期では中葉から後葉の古屋敷遺跡、中葉の市野々向原遺跡がある。 

前期では前葉の墓窪遺跡、古屋敷遺跡、初頭・中葉～末葉の市野々向原遺跡、中葉の野向遺跡、胡桃

平Ⅱ遺跡がある。 

中期では前葉の市野々向原遺跡、墓窪遺跡、中葉の谷地遺跡、後葉の下野遺跡、末葉の墓窪遺跡、蟹

沢遺跡、市野々向原遺跡、野向遺跡、千野遺跡、龍ヶ嶽遺跡がある。 

後期では初頭から前葉の市野々向原遺跡、千野遺跡、中葉から後葉の朝篠遺跡、入道畑遺跡がある。 

晩期では前半の市野々向原遺跡、中葉から後葉の朝篠遺跡がある。 

 

 (１) 草創期の遺跡 

 宮の台地区の南にある鳥谷沢遺跡で有舌尖頭器と寸詰まりの掻器が採集されている。有舌尖頭器は玉

髄製で掻器は頁岩製である。土器の確認はないが、恐らく土器の出現後のものと考えられる。1964年に

刊行された『山形県の無土器文化』に実測図が掲載されている。 

 

（２）早期の遺跡 

 1997 年に発掘調査が行われた市野々向原遺跡の 538 号土坑から早期中葉田戸下層式の交互多段沈線

文、太沈線文が施された土器片と、区画沈線文、交互多段沈線文、貝殻腹縁圧痕文、半截竹管沈線文、

短沈線文が施された尖底土器1個体が出土している。また、遺構外であるが早期前葉に溯る三戸式の斜

格子状沈線文をもつ土器片があり、後葉の田戸上層式の貝殻腹縁圧痕文、貝殻腹縁刺突文のある土器片

も出土している。市野々向原遺跡では礫石を人為的に据えた土坑が3基検出されているが、このうちの

1基から得られた炭化物の年代は早期末葉の年代を示していた。 

1



 1993年に発掘調査が行われた古屋敷遺跡の3号住居跡からは早期末の外面に細い撚糸文、内面に条痕

文が施された土器が出土している。他に落ち込み遺構や前期の住居跡、包含層やから簾状角押文が施さ

れた早期中葉田戸下層式後半の土器片や平行沈線文の中に細い斜位の貝殻連続刺突文が施された田戸上

層式、早期後半の鵜ヶ島台式、早期末葉の縄文条痕文土器が出土している。 

 

（３）前期の遺跡 

前期前葉では古屋敷遺跡の 7 号住居跡・9 号住居跡から前期前葉大木 1 式の土器が出土している。切

り合い関係から8号住居跡も大木1式期と考えられている。 

市野々向原遺跡からの遺構外から前期初頭の上川名Ⅱ式、中葉の大木3式、後葉の大木4式土器が出

土し、前期末大木6式の土器が187号土坑他から出土している。 

1997年に発掘調査が行われた野向遺跡の408号、446号からは中葉の大木２ａ式の土器片が出土して

いる。 

1981 年に発掘調査が行われた墓窪遺跡で前葉大木 1 式期の長軸 17ｍを越える大形住居が検出され、

土器や石器が出土している。 

 

（４）中期の遺跡 

1979 年に発掘調査が行われた谷地遺跡の C 地区の 10 号住居跡や 15 号土坑、17 号土坑で中期前葉の

北陸系新保・新崎式土器や関東の五領ヶ台式、東北南部の大木 7b 式土器の土器が出土した。10 号住居

跡では地床炉が確認されている。Ａ地区で17棟、Ｂ地区で9棟、Ｃ地区で1棟、Ｄ地区で1棟の竪穴住

居跡が検出されている。このうちＢ地区の94号、Ｄ地区の4号住居跡には地床炉が確認されている。多

くの土坑、集石遺構も含め、これらの遺構群は大木８ａ式期と考えられている。 

墓窪遺跡の切り合いのある66～69号住居跡、70号住居跡の5棟は中期前葉大木7b式期の竪穴住居跡

である。 

市野々向原遺跡の遺構外から中期前葉北陸の新崎式の土器が出土している。 

1979 年に小国町教育委員会が調査した蟹沢遺跡では複式炉が 5 ヶ所で検出されたと記載されており、

21棟検出されたとされる住居跡の内5棟は大木10式期のものとみられる。 

1980年に発掘調査が行われた下野遺跡からは西区で大木９～10式期の竪穴住居跡が14棟検出されて

いる。大木９式期の住居跡には馬蹄形の石囲炉があり、大木10式期の住居跡には複式炉が伴う。また、

南区では埋甕群が検出されている。 

同じ年に小国町教育委員会が調査した団子山遺跡でも当該期の住居跡と見られるものが２棟検出され

ている。 

墓窪遺跡では大木10式期の竪穴住居跡が29棟検出されている。複式炉は2棟で検出されているに過

ぎない。 

野向遺跡では 334 号住居跡の 452 号複式炉の埋設土器は大木 10 式でも新しい時期の深鉢であり、ま

た、この住居跡からは深鉢、鉢、小型の壺も出土しているがいずれも大木10式の新しい時期のものであ

る。377号土坑から出土した土器は大木10式でも古い段階の土器と言われる。これに対し、251号、380

号、381号土坑の土器は大木10式の新段階のものである。 

市野々向原遺跡の202号土坑からは大木10式でも新しいと見られる1個体の深鉢が出土し、236号土

校や310号土坑も中期末葉のものと捉えられており、569号埋設土器も中期末葉のものである。 

1997年に発掘調査が行われた千野遺跡では84号落ち込みや包含層から大木10式古段階の土器が出土

し、204号土坑からは新段階の土器が出土している。 

 

（５）後期の遺跡 

 1979 年に小国町教育委員会が調査した蟹沢遺跡では全部で 21 棟の住居跡が検出されてとされている

が、このうち5棟は中期末のものと考えられるが、その他は後期に属する可能性がある。後期前半の三
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十稲場式、堀ノ内1式に加え、後期中葉の加曽利Ｂ1式の土器片1点が報告されている。 

 千野遺跡からは後期初頭から前葉の土器群が出土している。関東の称名寺Ⅰ式に併行する三十稲場式

古段階（綱取Ⅰ式）の土器は152・149・152・228号土坑や、181号落ち込みから、称名寺Ⅱ式に併行す

る土器は149・172・188号土坑から、三十稲場式新段階（堀之内1式古段階）の土器は135号住居跡他

で出土し、236 号埋設土器もこの段階の土器である。南三十稲場式古段階（堀之内 1 式中段階）の土器

は 62 号住居跡、175・227 号土坑などから、南三十稲場式新段階（堀之内Ⅰ式新段階）は 58 号住居跡、

120・148号土坑、174号落ち込みから出土している。同じく堀ノ内2式段階の土器は174号落ち込みな

どから出土している。 

 市野々向原遺跡からは称名寺Ⅱ式併行の土器が194・357・536号土坑から出土し、野向遺跡の376号

土坑からも出土している。市野々向原遺跡からは他に堀ノ内１式古段階の土器が177号土坑から、堀ノ

内2式の土器が353号土坑から出土している。出土遺物からは断定できないが533号住居跡も後期前半

の所産と考えられている。 

 1970 年に発掘調査が行われた朝篠遺跡からは後期後葉の瘤付土器Ⅰ～Ⅳ期までの土器と土坑 2 基が

検出された。 

 2006年に発掘調査行われた下叶水遺跡からは後期後葉の瘤付土器Ⅰ～Ⅳ期までの遺物が出土し、瘤付

土器Ⅱ・Ⅲ期で掘立柱建物跡がそれぞれ5棟と２棟が、そして、Ⅱ・Ⅲ期で土坑が各１基、Ⅳ期で土坑・

柱穴が検出されており、後期後葉から晩期後葉まで続く河川跡から大量の土器や石器が出土している。 

 

（６）晩期の遺跡 

朝篠遺跡で晩期全般の大洞Ｂ式からＡ‘式までの土器が出土しており、晩期中葉と考えられている住

居跡が３棟検出されている。また、大洞Ａ式期の土坑も少なくとも４基検出されている。 

市野々向原遺跡の 537 号土坑から大洞Ｂ式の土器と大洞Ｃ１式の土器が出土し、536 号土坑からは大

洞ＢＣ式の土器が出土した。遺構外でも若干の土器が出土した。 

下叶水遺跡からは晩期初頭の大洞Ｂ式から後葉のＡ式土器まで出土しているが最終末は欠けている。

大洞Ｂ式期は掘立柱建物跡４棟と土坑４基、大洞ＢＣ式期は掘立柱建物跡５棟と土坑が２基、大洞Ｃ１

式期は９棟と土坑３基、大洞Ｃ2式期は掘立柱建物跡11棟と土坑2基、大洞Ａ式期は掘立柱建物跡4棟

と土坑1期が検出され、晩期を通じ河川跡には少量の遺物が廃棄され、遺跡南東部の捨て場に大量の遺

物が廃棄された。 
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SK310

SK236

SK538

SK524
SK530 SK526

SK202

SK527

ST533

SK194

SK177

SK238

SK353SK357

SK362

SK187

SK548
SK536

SK537

SK563

SK525

SK288

Ａ区

縄文時代早期

縄文時代前期

縄文時代中期

縄文時代後期

縄文時代晩期

市野々向原遺跡Ａ区遺構配置図
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SK538

３・５・９は SK538 出土土器

　　　　（田戸下層式）

三戸式

田戸上層式

田戸下層式

田戸下層式 上川名Ⅱ式 大木3式

17～20は大木4式

11･12･14･16は大木6式

市野々向原遺跡縄文時代早期と前期の遺構と土器
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SK202
SK236

新崎式土器

SK202の土器

SK263の土器

市野々向原遺跡縄文時代中期の遺構と土器

大木10式
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533号住居跡

市野々向原遺跡縄文時代後期の竪穴住居跡

7



SK194

SK357
SK177

SK194 称名寺Ⅱ式

SK177 堀ノ内1式

SK177 堀ノ内1式

SK177 堀ノ内1式

SK357 称名寺Ⅱ式

SK353 堀ノ内２式

市野々向原遺跡縄文時代後期の遺構と土器
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古屋敷遺跡の調査区と遺構配置図
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古屋敷遺跡３号住居跡と出土遺物
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古屋敷遺跡７・８号住居跡
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古屋敷遺跡９号住居跡と７・８号住居跡出土土器
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古屋敷遺跡SK251・380・381号土坑と土器
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SK408の大木3式土器

野向遺跡遺構配置図

:前期中葉の遺構
:中期末葉の遺構

:後期前葉の遺構

SK377
SK380

SK381

SK251

ST334

:前期の陥穴

:中期の陥穴

SK376

SK408

SK159

SK151

SK152

SK140

SK147SK125

SK127SK113

SK114

SK445 SK109

SK442

SK384

SK114
SK113

SK408

野向遺跡縄文時代前期の土坑と土器
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野向遺跡縄文時代中期末葉334号住居跡平面・断面図
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野向遺跡334号住居跡出土縄文時代中期末葉大木10式新段階の土器

16



SK377

377号土坑平面・断面図

野向遺跡縄文時代中期末葉377号土坑と大木10式古段階の土器（1）
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野向遺跡縄文時代中期末葉377号土坑出土大木10式古段階の土器（2）
18



SK251

SK380 SK381
SK251出土大木10式新段階の土器

SK380出土大木10式新段階の土器

SK381出土大木10式古段階の土器

野向遺跡縄文時代中期末葉の土坑と土器
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谷地遺跡の調査区配置図・Ａ地区の遺構配置図

調査区配置図

Ａ地区遺構配置図
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ST86

ST81

ST84

ST94

ST88

ST89

ST90

SK83

SK95

SK96

SK85

ST98

ST92

谷地遺跡Ｂ地区の遺構

ST：竪穴住居跡

SK：土坑
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ST94 出土深鉢

ST96 出土土器

SK83 出土土器

ST94 出土土器

SK83 出土深鉢

谷地遺跡Ｂ地区住居跡・土坑出土縄文時代中期前半の土器 (２)
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谷地遺跡Ｃ地区の遺構

ST12

SK1

SK2

ST10

SK17

SK15
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谷地遺跡Ｃ地区の遺構

ST12

SK1

SK2

ST10

SK17

SK15
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ST10

SK1

SK2

SK10 SK17

谷地遺跡Ｃ地区検出縄文時代中期前葉 (大木７ａ・ｂ式期 )の遺構と遺物

ST10 出土土器

SK1(186 ～ 190)、SK2(191 ～ 193) 出土土器

SK17 出土土器
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SM260
SM261

SM262
SM263

SM229

SM264

SM266

SM209

SM224

SM223

SM222
SM210

SM203

SM208

SM205

SM213SM220

SM206

SM219

SM202

SM207

SM204

SM258

SM257

SM225
SM242

SM216

SM215

SM228

SM241

SK213

SK264

SK246

SK251

SK244

SK221

SM259

ST４

谷地遺跡Ｄ地区の遺構
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SK251

SK246

SK264

SK244

SM213

0 4m

0 4m

SK244出土土器

SK251出土土器

SK264出土土器

SM213出土土器

谷地遺跡Ｄ地区の土坑・集石遺構と縄文時代中期前半の出土土器
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: 中期前半の住居跡 ：中期末葉の住居跡:前期前葉の陥穴

墓窪遺跡Ａ地区の遺構配置図

:前期の住居跡検出区

:中期の住居跡検出区

ST69

ST66

ST68 ST67

ST70

SK72

ST6

ST5

ST34ST1ST35

ST32

ST7

ST2

ST33

ST11

ST36

ST3

ST25

ST28

ST29

ST27

ST30

ST59
ST61

ST60

ST62

ST53 ST55

ST54

ST52

ST56
ST49

ST51

ST26

墓窪遺跡調査区配置図

Ａ地区
Ｂ地区
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墓窪遺跡中期前半の住居跡と出土土器

１～ 12:ST66　13･14：ST69　15 ～ 32:ST70

ST67

ST68

ST66

ST69

ST70

30



ST2

ST17
ST1

ST32 ST34

ST35
ST39

ST29

ST28

ST25ST26

ST30

ST27

ST62

ST61

ST60

ST59

ST52

ST54
ST56

ST55

ST53

ST3
ST11

墓窪遺跡Ａ地区の中期末葉の住居跡群
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墓窪遺跡中期住居跡出土土器
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後期前葉の土器

後期前葉三十稲場式土器

後期中葉の土器

蟹沢遺跡の調査ー遺構と遺物ー

蟹沢遺跡の位置

蟹沢遺跡A区の遺構配置図

蟹沢遺跡近景 蟹沢遺跡調査風 蟹沢遺跡遺構精査状況

蟹沢遺跡201号住居跡複式炉 蟹沢遺跡C区複式炉埋設土器

C区EL523の埋設土器 同左埋設土器浅鉢
ST121出土深鉢

C区ST121出土後期土器

後期土器

大木10式深鉢 大木10式深鉢
堀之内1式深鉢 中期末の土器

33



:大木9a式

:大木9b式

:大木10a式

:大木10b式

ST1a ST8b

ST2

ST3 ST4a

ST7a

ST5

ST9a

ST9b

ST6

ST7b

西
区

南
区

下野遺跡調査区配置図

西区の遺構配置図

下野遺跡の調査区配置と西区の遺構配置図

ST8a

34



ST2( 大木 9a 式期 )

ST5( 大木 9b 式期）

下野遺跡中期後葉の住居跡

ST2

ST5
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ST6

ST8a

下野遺跡後期末葉の住居跡

ST6( 大木 10ａ式期）

ST8a( 大木 10b 式期 )
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ST15 出土大木 9式土器

EU16( 大木 9式土器 )

下野遺跡出土大木 9式土器
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下野遺跡出土大木 9式・10 式土器

ST8a　EL8a( 大木 10 式土器 )ST9a　EL9a( 大木 10 式土器 )

ST9b　EL9b( 大木 10 式土器 )ST2Ｙ( 大木 9式土器 )
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下野遺跡の出土石器 (1)

下野遺跡の石鏃・石錐

下野遺跡の石匙・石篦・掻器棟
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下野遺跡の磨製石器

下野遺跡の礫石器

下野遺跡の出土石器 (2)
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Ａ　区

Ｂ　区

Ｃ　区

Ｄ　区

遺跡位置図
調査区配置図

遺物出土位置図

検出遺構一覧

Ａ・Ｂ区の遺構図
Ｄ区の遺構

調査風景遠景 調査風景 複式炉

団子山遺跡の調査
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SK149

SK188SK172

SK172 出土土器

SK188 出土土器

SK149 出土土器

千野遺跡149･172･188号土坑と出土土器（称名寺Ⅱ式期）43



:
住
居
範

囲

:
炉
範
囲

1
3
5
号
住
居
跡

5
8
号
住
居
跡
４

1
3
5
号
住
居
跡
出
土
土
器

5
8
号
住
居
跡
出
土
土
器

千
野
遺
跡
1
3
5
号
・
5
8
号
住
居
跡
・
出
土
土
器
（
南
三
十
稲
場
古
式
期
）

千
野
遺
跡
6
2
号
敷
石
住
居
跡
・

出
土
土
器
（
三
十
稲
場
新
式
期
）

千
野
遺
跡

の
住
居
跡
と
出
土
土
器

44



E
U
1
8
3

S
K
1
2
4
出
土
土
器

S
K
1
2
4

S
K
2
2
8

S
K
2
3
0

S
K
2
2
8
出
土
土
器

S
K
2
3
0
出
土
土
器

S
X
1
5
2

S
X
1
5
2
出
土

土
器

E
U
1
8
3
出
土
土
器

45



SX174 出土土器 1

SX174 出土土器２

千野遺跡174号落込みと出土土器（南三十稲場新式期）

SX174
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測量風景

第Ⅰ地点１号住居跡全景

第Ⅰ地点２号十四跡全景

調査区配置図

第Ⅰ地点検出遺構平面・横断図

第Ⅲ地点検出土坑等平面図他

第Ⅲ地点検出土坑一覧

朝篠遺跡の調査１

遺跡位置図 遺跡遠景 遺跡近景
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朝篠遺跡の調査 2

第Ⅲ地点調査風景 第Ⅲ地点遺物出土状況

第Ⅴ地点の遺構

第Ⅴ地点３号住居跡

第Ⅴ地点４号住居跡周溝

各地点の土器出土数と分類

1～ 6：粗製１類　7～ 12：粗製 2類

13 ～ 17：粗製 3類　18: 粗製 4類

1：刺突文土器　2：大洞Ｃ2

１ ２ ３ ４

５
６ ７

８

９ 10 11

1213

14 15 16 17

18
19 20

21

22

１

２
３

４
５

６

７ ８ ９
10

11 12 13 14

15 16 17 18

１

２

３

４

５ ６

７

８９
10

11

12 13

14

15

16

23 24

25

26

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８
９ 10

11 12 13

14

15

1617 18
19

20
21 22

23

24

25 26

27 28 29

1 ～ 4：宝ヶ峯（加曽利 B)

5 ～ 9：瘤 1　10 ～ 17：瘤２

18 ～ 21：瘤３　22 ～ 26: 瘤４

後期の土器

1～ 5：大洞Ｂ　6・7：大洞ＢＣ

8～ 10、14：大洞Ｃ1　11 ～ 13：大洞Ｃ2

15 ～ 23：大洞Ａ、24 ～ 29：大洞Ａ’
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下叶水遺跡時期別の遺構分布
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下叶水遺跡縄文時代後期後葉の掘立柱建物跡
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大洞Ｂ式期

大洞ＢＣ式期

下叶水遺跡縄文時代晩期前葉の掘立柱建物跡
51



大洞Ａ式期

瘤Ⅳ期の土坑

下叶水遺跡縄文時代晩期後葉の掘立柱建物跡・瘤Ⅳ期の土坑
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下叶水遺跡後期深鉢形土器の変遷図
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下叶水遺跡後期末から晩期の深鉢形土器・鉢形土器の変遷図
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下叶水遺跡の浅鉢・壺型土器の変遷図
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下叶水遺跡の注口土器の変遷図
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下叶水遺跡から出土した他地域の土器
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暦年補正年代 小国町 置賜 県内

約100,000年前

上屋地Ｂ（飯豊町）？

約35,000年前 台形石器、ナイフ形石器 岩井沢(小国町) 清水西（村山市）、水林下・懐の内Ｆ遺跡（遊佐町）

約25,000年前 ナイフ形石器、掻器、彫刻刀形石器東山・横道・平林・湯の花Ⅰ 河井山・長者屋敷・蔵京(長井市）
お越中山Ｋ（鶴岡市）、仲間林（西川町）、乱馬堂（新庄）、金谷原（寒
河江市）

約18,000年前 細石刃 湯ノ花Ⅱ 角二山（大石田町）、越中山Ｓ（鶴岡市）

約17,000年前 尖頭器 弓張平Ｂ（西川町）、越中山Ａ、Ａ’（鶴岡市）、八森（酒田市）

約15,000年前 上屋地Ａ(飯豊町)

隆線文土器 日向洞窟Ⅰ（高畠町）

爪形文土器 一ノ沢洞窟Ⅰ、日向洞窟Ⅱ、北町(南陽)

多縄文土器 一ノ沢洞窟（高畠町）、北町(南陽)、北堂Ｃ(長井市）

約12,000年前 無文土器 尼子岩陰、ムジナ岩、日向洞窟Ⅲ

二タ股ＡⅠ群（米沢市）、月ノ木Ｂ(南陽市） いるかい(尾花沢市）

井草 二タ股ＡⅡ群ａ（米沢市）

夏島

稲荷台

花輪台

無
文

平坂・大平 二タ股ＡⅨ群’米沢市）、月ノ木B１群（南陽市） 森岡北Ⅰ（尾花沢市）、大淵台Ⅰａ（鶴岡）

三戸 市野々向原Ⅰ 二タ股ＡⅢ群、Ⅳ群（米沢市）、月ノ木B２群（南陽市） 後原（村山市）

田戸下層 市野々向原Ⅱ 二タ股ＡⅣ群a（米沢市）、月ノ木B３群、大野平（南陽市） 赤石Ⅰ（村山市）、大淵台Ⅰb（鶴岡）

田戸上層 市野々向原Ⅲ、古屋敷Ⅰ
二タ股ＡⅤ群a、法将寺、清水Ｃ、柿の木（米沢市）、月ノ木B４群ａ、
ｂ、大野平（南陽市）、空沢(長井市）

赤石Ⅱ・山内Ⅲ（村山市）、小山崎１群（遊佐町）

野島・常世 二タ股ＡⅧ群ｃ（米沢市）、月ノ木B５、６群、大野平（南陽市） 大畑山Ⅲ（大石田町）

鵜ヶ島台・上川名Ⅰ 古屋敷Ⅱ
東千作(白鷹町)、月ノ木Ｂ７群（南陽市）、大野平（南陽市）、空沢(長
井市)

土生田（村山市）

茅山下層・素山上層
慶治清水Ｂ（米沢）、月ノ木７群ｃ２～５、大野平（南陽市）、空沢(長
井市)

三ヶノ瀬Ⅰ（村山市）、（小山崎2群（遊佐町）

茅山上層・梨木畑 月ノ木７群ｄ、大野平（南陽市）、小豆澤館跡(長井市) 三ヶノ瀬Ⅱ(村山市)、大淵台Ⅰｃ・川内袋1（鶴岡市）

約7,000年前 船入島下層 月ノ木第１１群、大野平（南陽市）、長者屋敷、長面(長井市) 玉ノ木平B（大石田町）、大淵台Ⅰd（鶴岡市）

上川名Ⅱ 市野々向原Ⅴ、古屋敷Ⅲ 窪平Ⅰ（米沢市）、三嶋、長者屋敷、空沢(長井市)
庚申町Ⅰ（大石田町）、大淵台Ⅱa、川内袋2（鶴岡市）、小山崎3群（遊
佐町）

桂島 一ノ坂（米沢市）、松原（米沢市） 庚申町Ⅱ（大石田町）

大木1 墓窪Ⅰ、古屋敷Ⅳ 板谷Ⅱ（米沢市）、三嶋、座須脇、(長井市) 庚申町Ⅲ(大石田町)、大淵台Ⅱb、川内袋3（鶴岡市）、

大木2a 野向Ⅰ 板谷Ⅲ（米沢市）、座須脇(長井市) 川内袋4（鶴岡市）小山崎6群（遊佐町）

大木2b 笊籬Ｂ（米沢市） 小林Ａ(東根市)、岡山１、川内袋５（鶴岡市）、小山崎7群（遊佐町）

大木3 市野々向原Ⅵ 上荒谷（天童市）、岡山２、河内袋５（鶴岡市）

大木4 市野々向原Ⅶ 押出（高畠町） 小林（東根市）川内袋７（鶴岡市）

大木5 八幡原No25（米沢市） 岡山３・川内袋８（鶴岡市）

約5,500年前 大木6 市野々向原Ⅷ 八幡原№31(米沢市）、大壇Ｂ（米沢市） 吹浦（遊佐町）、高瀬山（寒河江）、川内袋９（鶴岡市）

台ノ上Ⅰ(米沢市）

大木7a、新崎 谷地Ⅰ 台ノ上Ⅱ、Ⅲ（米沢市）、館之越(長井市) 水木田Ⅰ、Ⅱ(最上町）、西向Ⅰ（鶴岡市）

大木7ｂ、新崎 谷地Ⅱ、墓窪Ⅱ、市野々向原Ⅷ 台ノ上Ⅳ（米沢市）、宮、館之越(長井市) 水木田Ⅲ（最上町）、岡山５・西向Ⅱ（鶴岡市）

大木8a、馬高 谷地Ⅲ、市野々向原Ⅸ 台ノ上Ⅴ（米沢市）、宮、館之越、空沢(長井市) 百々山(山形市）、野新田１（鶴岡市）

大木8ｂ 台ノ上Ⅵ（米沢市）、空沢(長井市) 白須賀(大蔵村)、岡山7、野新田２（鶴岡市）

大木9 下野Ⅰ 台ノ上Ⅶ、窪Ⅰ（米沢市）、座須脇、唐梅(長井市) 熊ノ前(山形市)、野新田３

約4,500年前 大木10
市野々向原Ⅹ、野向Ⅱ、千野Ⅰ
下野Ⅱ、墓窪Ⅲ、蟹沢

長者屋敷、問答山、唐梅、空沢(長井市） 山形西高敷地内(山形市)

千野Ⅱ、市野々向原ⅩⅠ、
野向Ⅳ

八幡原№31－Ⅰ、大樽Ⅰ(米沢市)、大樽Ⅰ、谷地寺、空沢(長井市)
高瀬山（寒河江市）、蕨台（酒田市）、神矢田2群、小山崎17群（遊佐
町）

千野Ⅲ、市野々向原ⅩⅡ 八幡原№31－Ⅱ、大樽Ⅰ(米沢市)、唐梅　久保、空沢(長井市）、 川口（村山市）、神矢田3群、小山崎18群（遊佐町）

堀之内2、南三十稲場 千野Ⅳ、市野々向原ⅩⅢ 八幡原№31－Ⅲ(米沢市)、高野町(長井市)、 かっぱ（最上町）、神矢田4群、小山崎19群（遊佐町）

加曽利B1 石ヶ森(高畠町）、館之越、空沢(長井市) かっぱ（最上町）、神矢田5群、小山崎19群（遊佐町）

加曽利B2 石ヶ森(高畠町）、左沢Ⅰ(米沢市）、久保、空沢(長井市)
かっぱ（最上町、渡戸・砂子田（天童市）、神矢田6群、小山崎20群（遊
佐町）

加曽利B3 石ヶ森(高畠町）、左沢Ⅱ(米沢市) 小山崎21群（遊佐町）、小山崎21群

新地1 石ヶ森(高畠町）、沢Ⅲ(米沢市）、登之越(長井市)
砂子田（天童市）、的場Ⅱ(西川町)、神矢田７群、小山崎22群（遊佐
町）

新地2 下叶水Ⅰ 石ヶ森(高畠町）、上の町（米沢市） 宮の前（村山市）、的場Ⅲ(西川町)、神矢田8群、小山崎22群（遊佐町）

新地3 下叶水Ⅱ 石ヶ森(高畠町）
坊屋敷（山形市）、、的場Ⅳ(西川町)、神矢田9群、小山崎22群（遊佐
町）

約3,300年前 新地4 下叶水Ⅲ 町下(飯豊町) 作野（村山市）、的場Ⅴ(西川町)、神矢田10群、小山崎22群（遊佐町）

大洞B
市野々向原ⅩⅣ、下叶水Ⅳ、
朝篠１

普門院（米沢市）、中里、空沢(長井市)
宮の前（村山市）、的場Ⅳ(西川町)、高畑、小山崎23群（遊佐町）（酒田
市）

大洞ＢＣ
市野々向原ⅩⅤ、下叶水Ⅴ
朝篠Ⅱ

清水北Ｃ（米沢市）、中里、御殿、空沢(長井市)
宮の前（村山市）、宮内(新庄市)、釜淵ｃ（真室川町）、神矢田12群、小
山崎24群（遊佐町）

大洞Ｃ１
市野々向原ⅩⅦ、下叶水Ⅵ
朝篠Ⅲ

丹南Ⅰ（米沢市）、中里、御殿、空沢(長井市) 宮の前（村山市）、神矢田13群、小山崎25群（遊佐町）

大洞Ｃ２ 下叶水Ⅶ、朝篠Ⅳ 岡ノ台（白鷹町）、半在家、中里、空沢(長井市) 作野(村山市）、神矢田14群（遊佐町）

大洞Ａ 下叶水Ⅷ、朝篠Ⅴ 杢代Ⅰ(米沢市）、長者屋敷、半在家(長井市） 花の木(河北町)、砂子田（天童市）、神矢田15群（遊佐町）

約2,800年前 大洞Ａ´ 朝篠Ⅵ 杢代(米沢市)、長者屋敷(長井市) 北柳１（山形市）、蟹沢Ⅰ(東根市）、神矢田16群（遊佐町）

東山紺野(飯豊町）
鳥谷沢

市野々向原Ⅳ、古屋敷Ⅱ

宮戸１ｂ、袖窪、称名寺Ⅰ、Ⅱ、三
十稲場、綱取Ⅰ

五領ヶ台Ⅰ、新保

中
期

貝
殻
沈
線
文

撚
糸
文

早
期

前
期

堀之内1、三十稲場、南三十稲場
綱取Ⅱ

草
創
期

時代

小国盆地の旧石器・縄文時代編年表

無文土器・窩文土器

旧
石
器
時
代

後
期

前
･
中
期

器種、型式

後
期

縄
　
　
文
　
　
時
　
　
代

晩
期

押型文土器

貝
殻
条
痕
文
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